
 

四国銀行と連携した
　　　　森づくり活動
四国銀行と連携した
　　　　森づくり活動

 
3月 20日、高知県香美市の穴内川ダム湖畔の国有林で、四国銀行との連携による森づくり
活動を行いました。                        詳細は２頁に掲載 

 
植樹に参加された四国銀行の皆様 
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携
し
た

　
　
　

森
づ
く
り
活
動

〈
指
導
普
及
課
〉

四
国
銀
行
と
連
携
し
た

　
　
　

森
づ
く
り
活
動

〈
指
導
普
及
課
〉

森
林
計
画
に
関
す
る

　
　
　

検
討
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
〈
計
画
課
〉

森
林
計
画
に
関
す
る

　
　
　

検
討
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
〈
計
画
課
〉

 

三
月
二
〇
日
、
高
知
県
香
美
市
の

穴
内
川
ダ
ム
の
湖
畔
に
あ
る
立
割

不
寒
冬
山
国
有
林
（
嶺
北
森
林
管
理

署
管
内
）
に
お
い
て
、
四
国
銀
行
と

森
づ
く
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
活
動
は
、
「
日
本
の
森
を
守

る
地
方
銀
行
有
志
の
会
」
の
発
起
行

で
あ
る
四
国
銀
行
が
推
進
す
る
地

域
の
森
づ
く
り
を
支
援
す
る
取
組

と
し
て
、
平
成
二
一
年
三
月
に
実
施

し
た
無
花
粉
ス
ギ
及
び
少
花
粉
ス

ギ
の
植
樹
に
続
い
て
二
回
目
と
な

り
ま
す
。 

 

当
日
は
、
二
九
名
の
行
員
と
家
族

の
方
が
参
加
し
、
は
じ
め
に
、
二
一

年
三
月
に
植
樹
し
た
ス
ギ
の
う
ち
、

枯
れ
て
し
ま
っ
た
無
花
粉
ス
ギ
一

〇
本
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
継
続
し
て
無
花
粉
ス
ギ

及
び
少
花
粉
ス
ギ
の
成
長
状
況
を

観
察
し
て
い
く
た
め
、
太
さ
と
高
さ

の
計
測
を
し
ま
し
た
。
今
回
で
二
回

目
の
参
加
者
は
、
自
分
で
植
え
た
ス

ギ
に
愛
着
が
あ
る
よ
う
で
、
ス
ギ
を

撫
で
た
り
し
な
が
ら
計
測
し
て
い

ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
自
然
や
森
林
を
楽
し
み

な
が
ら
体
感
し
学
ぶ
た
め
、
野
外
ゲ

ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、
四

国
森
林
管
理
局
森
林
の
達
人
の
一

人
の
松
本
孝
氏
で
す
。
ウ
サ
ギ
に
な

る
人
と
、
生
息
地
の
要
素
と
し
て
食

物
、
水
、
隠
れ
場
所
と
な
る
人
の
二

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ウ
サ
ギ
の

人
が
今
必
要
と
し
て
い
る
要
素
の

人
を
捕
ら
え
る
と
い
う
も
の
で
、
一

回
を
一
年
と
し
、
こ
れ
を
繰
り
返
し

グ
ラ
フ
に
記
録
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
捕
ら
え
る
、
捕
ら
え
ら
れ
る
と

い
う
過
程
を
繰
り
返
し
て
ウ
サ
ギ

の
数
が
増
減
し
て
い
く
こ
と
を
体

験
し
、
環
境
の
変
化
と
ウ
サ
ギ
の
個

体
数
の
変
化
に
密
接
な
関
係
が
あ

る
こ
と
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ウ
サ
ギ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

糞
、
リ
ス
と
ア
カ
ネ
ズ
ミ
が
球
果
を

食
べ
た
残
骸
な
ど
を
実
物
で
観
察

し
ま
し
た
。
特
に
、
リ
ス
が
ド
イ
ツ

ト
ウ
ヒ
の
球
果
を
食
べ
た
残
骸
に

つ
い
て
は
、
大
き
さ
、
形
と
も
正
に

エ
ビ
フ
ラ
イ
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
大

変
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

 

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
四
国
銀

行
の
森
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
、
今

後
も
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

 

 

三
月
二
五
日
、
四
国
森
林
管
理
局

に
お
い
て
、
「
地
域
管
理
経
営
計
画

等
の
策
定
及
び
変
更
に
係
る
検
討

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
策
定
箇
所
は
東
予
と
高

知
の
二
計
画
区
、
変
更
箇
所
は
吉
野

川
計
画
区
を
は
じ
め
と
す
る
九
計

画
区
で
す
。 

 

検
討
委
員
は
、
指
導
林
家
、
大
学

教
授
、
新
聞
社
論
説
委
員
、
建
築
士

会
会
員
等
の
学
識
経
験
者
一
三
名

で
、
今
後
五
年
間
の
国
有
林
野
の
取

扱
い
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
議
に
お
け
る
意
見
や
要

望
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。 

○
森
林
吸
収
源
対
策
で
間
伐
木
を

伐
り
捨
て
て
も
有
効
な
の
か
。 

○
シ
カ
の
食
害
対
策
に
つ
い
て
国

有
林
の
取
組
を
教
え
て
欲
し
い
。
そ

の
効
果
は
ど
う
か
。 

○
低
コ
ス
ト
林
業
や
、
複
層
林
の
モ

デ
ル
林
等
、
先
進
技
術
の
普
及
を
お

願
い
す
る
。 

○
無
花
粉
ス
ギ
の
導
入
を
進
め
る

と
同
時
に
、
花
粉
対
策
と
し
て
の
間

伐
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
あ
る
。 

○
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
・

イ
ン
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
学
校

教
育
へ
の
新
聞
の
活
用
）
で
は
科
学

関
連
の
記
事
が
不
足
し
て
い
る
の

で
、
提
供
を
お
願
い
す
る
。 

○
四
万
十
の
「
遊
々
の
森
」
、「
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
森
」
で
、
希
少
な
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
地
元
か
ら
守
る

動
き
を
進
め
て
欲
し
い
。 

○
石
鎚
山
の
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に

よ
る
環
境
汚
染
が
ひ
ど
い
の
で
、
環

境
整
備
の
取
り
組
み
を
是
非
お
願

い
す
る
。 

○
全
国
的
に
、
森
林
の
齢
級
構
成
が

偏
っ
て
い
る
の
で
、
平
準
化
が
重
要

で
は
な
い
か
。 

○
森
林
計
画
制
度
は
世
界
的
に
見

て
素
晴
ら
し
い
制
度
だ
と
思
う
が
、

林
業
後
進
国
に
広
げ
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。 

   

森林計画検討会 

スギ計測の様子 
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シリーズ 107

地 域 の

声

「
梼
原
町
森
林
組
合
」
は
、
平

成
二
〇
年
度
「
四
国
山
の
日

賞
」
（
木
材
利
用
推
進
分
野
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

各
地
の
た
よ
り

 

森
林
と
共
生
す
る 林

業
を
目
指
し
て 

梼
原
町
森
林
組
合 

 

代
表
理
事
組
合
長 

  

中
越 

利
茂 

    
 

 

平
成
一
二
年
一
〇
月
、
持
続
可
能

な
森
林
管
理
「
森
林
と
共
生
す
る
林

業
」
を
推
進
す
る
事
業
体
を
宣
言
し
、

国
内
の
団
体
で
は
初
と
な
る
Ｆ
Ｓ

Ｃ
森
林
認
証
と
、
木
材
流
通
加
工
の

認
証
を
受
け
ま
し
た
。 

  

二
，
二
五
〇
㌶
で
ス
タ
ー
ト
し
た

認
証
面
積
も
、
一
〇
年
目
を
迎
え
た

現
在
で
は
一
三
，
二
三
八
㌶
に
な
り
、

町
内
の
私
有
林
の
八
一
㌫
が

認
証
森
林
と
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
受
け

た
動
機
は
、
当
地
域
は
従
来

か
ら
自
然
と
共
に
生
き
る
知

恵
、
環
境
と
共
生
の
思
想
の

ベ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
、
昭
和
五

〇
年
代
の
前
半
か
ら
開
始
し
た

間
伐
事
業
に
よ
り
、
林
内
は
下
層

植
生
が
繁
茂
し
動
植
物
の
多
様
性

が
図
れ
て
い
る
な
ど
、
地
域
の
進
め

て
き
た
林
業
が
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
基
準

と
同
じ
方
向
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

昭
和
五
四
年
度
か
ら
開
始
し
た
製

材
加
工
事
業
に
お
い
て
は
、
工
務
店

と
の
取
引
の
中
、
認
証
材
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
が
る
こ
と
が
期

待
で
き
、
木
材
に
新
た
な
付
加
価
値

が
生
ま
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
環

境
保
全
意
識
の
高
揚
を
含
め
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
た
か

ら
で
す
。 

 

認
証
取
得
後
の
製
品
加
工
事
業

で
は
、
環
境
に
関
心
の
あ
る
消
費

者
・
設
計
士
・
工
務
店
か
ら
邸
別
の

受
注
が
増
加
し
、
取
得
前
に
二
〇
㌫

程
度
で
あ
っ
た
直
接
取
引
量
が
、
現

在
で
は
六
〇
㌫
に
達
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
邸
別
の
受
注
生
産
を
行
う

こ
と
に
伴
い
、
乾
燥
、
高
次
加
工
な

ど
完
成
品
の
生
産
が
主
体
と
な
り
、

付
加
価
値
生
産
が
増
加
す
る
こ
と

で
雇
用
の
場
の
創
出
に
繋
が
り
、
流

通
コ
ス
ト
の
低
減
が
図
れ
る
こ
と

で
、
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
が
向

上
す
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
、
さ
ら
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
を
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
げ
る
た
め
、
工

場
・
森
林
の
産
地
見
学
会
や
伐
採
祈

願
祭
な
ど
を
開
催
し
、
安
全
・
安
心

を
求
め
る
消
費
者
に
対
し
、
顔
の
見

え
る
家
づ
く
り
事
業
と
し
て
展
開

を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
合

言
葉
に
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
か
ら
全
木

ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
を
開
始
し
た
、
第

三
セ
ク
タ
ー
「
ゆ
す
は
ら
ペ
レ
ッ
ト

㈱
」
の
運
営
の
中
核
と
し
て
、
従
来

未
利
用
の
林
地
残
材
・
製
材
所
残
材

を
使
用
し
、
二
二
年
度
か
ら
年
間
一
，

八
〇
〇
ト
ン
の
ペ
レ
ッ
ト
製
造
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
龍

馬
伝
が
放
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

坂
本
龍
馬
は
船
中
八
策
を
掲
げ
、
維

新
の
夜
明
け
を
目
指
し
て
こ
の
梼

原
か
ら
旅
立
ち
ま
し
た
。
環
境
の
世

紀
二
一
世
紀
を
迎
え
た
今
、
こ
の
龍

馬
に
学
び
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
理
念
を
大
切

に
し
、
森
林
と
共
生
し
四
万
十
川
の

流
れ
と
黒
潮
の
海
、
そ
し
て
青
い
地

球
を
守
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
森
林
組

合
と
し
て
、
今
後
も
活
動
を
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

              

 

三
月
一
〇
日
、
四
万
十
町
の
古
屋

山
国
有
林
で
「
大
道
マ
ツ
再
生
現
地

検
討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

現
地
で
は
、
平
成
一
六
年
度
か
ら

試
験
地
を
設
け
て
、
マ
ツ
の
発
芽
・

成
長
を
促
進
し
マ
ツ
林
の
再
生
を

図
る
た
め
の
取
組
み
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
部
分
的
に
は
稚
樹
の
発
生
、

成
長
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
事
業
開
始

か
ら
五
年
を
契
機
に
、
有
識
者
や
関

係
機
関
、
地
元
住
民
の
意
見
を
聴
き
、

今
後
の
参
考
と
す
る
た
め
開
催
し

ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
雪
の
舞
う
あ
い
に
く
の

天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
熱
心
に
現

地
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
十
和
総
合
支
所
に
移
動
し

て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
や
成
果
、
課
題
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
「
現

存
し
て
い
る
マ
ツ
に
樹
幹
注
入
な

ど
の
措
置
を
し
て
は
ど
う
か
」
「
裸

よ
み
が
え
れ
！
 

大
道
マ
ツ
 

 
―
現
地
検
討
会
を
開
催
―
 

 
 
〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉
 

産地見学会 伐採祈願祭 




